
  
 
 
 
 
  

 

認めること、価値付けること 

校長 金子 健一 

 ６月１９日に実施した第１回学校運営協議会において、今年度の学校経営方針について承認

をいただくことができました。子どもたちの学びの向上に向け、引き続き「ホンモノにふれる

教育活動（体験型学習）」を展開していきたいと考えております。 

 さて、７月１８日より夏季休業期間が始まります。子どもたちには、日頃できない体験を重

ね、思い出に残る充実した夏を過ごしてほしいと願っております。そこで終業式では、校長か

ら子どもたちに以下の宿題を出す予定です。 

・３つの「あ」『安全・挨拶・ありがとう』を実践すること 

・家族の一員として手伝いをすること 

・地域の一員として地域の行事に参加すること（お神輿、祭り、キャンプなど） 

・規則正しい生活を送ること（生活リズムを崩さない） 

※御家庭の状況に合わせ、可能な範囲で取り組めるよう、保護者の皆様の御理解と御協力

をお願いいたします。 

 現代は「褒めて伸ばす教育」が主流となっていますが、子どもたちと接していると、単に褒

めること以上に「存在を認めること」や「言動を価値付けること」が、子どもたちに安心感や

信頼感を与えるのではないかと感じています。 

 例えば授業参観の際、ノートに取り組んでいる子どもに対し、「丁寧に文字を書けているね」

「よい姿勢で学習しているね」と褒めることもできます。しかし、それに加えて、「こういう

気持ちになったんだね」と内容に触れながらその子の考えを認めることで、より安心した表情

が見られます。また、算数で計算に誤りがあった場合、「もう一度ここを計算してみよう」と

声をかけることで、自ら間違いに気付き、再度取り組むことができます。そして正しくできた

後に「正解だよ」と伝えることで、子どもは達成感や安堵感を得ることができます。その中か

ら、自信をもって挙手し発言する姿も見られるようになります。 

 このような経験を通して、子どもたちには「認められること」の大切さを実感してほしいと

考えています。夏休みには、家族や地域のために取り組む活動を通じて、周囲の大人から認め

られ、自己有用感を味わい、自己肯定感を高めてほしいと願っています。 

 また、地域の行事をきっかけとして子どもたちと地域の方々が顔なじみになることで、地域

コミュニティの力の向上や防犯面の強化にもつながり、東大成町がさらに魅力ある地域になる

と考えます。 

 子どもたちには、家族の一員、地域の一員として活躍することを期待しています。 

○運動会保護者ボランティアの皆様ありがとうございました 

 運動会当日の朝、ボランティアの皆様にはテントの設営、長机やパイプ椅子の設置、音響機

材の準備などに御協力いただきました。さらに、終了後の片付けにも御支援をいただきました。 

 おかげさまで、開会から下校まで予定どおり円滑に進めることができました。また、ＰＴＡ

役員および開校 70 周年記念実行委員の皆様には、ピロティ入口へのミストシャワー設置など、

熱中症対策にも御尽力いただきました。心より感謝申し上げます。誠にありがとうございまし

た。 

○講話朝会にて、いじめ防止について話しました 

 ６月３日の講話朝会において、全校児童に向けていじめ防止について話をしました。いじめ

の定義や、いじめられたとき、またいじめを見かけたときの対応について具体的に伝えました。 
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